
 

 

 

  

 

パブリックコメント意見募集の結果公表 

 

「帯広市立小中学校適正規模の確保等に関する計画（後期計画）（原案）」に対して、市民の

皆様からご意見を募集しました結果について、ご意見の概要と市の考え方は下記のとおりです。  

ご意見をお寄せいただきありがとうございました。 

【意見募集結果】 

案 件 名 帯広市立小中学校適正規模の確保等に関する計画（後期計画）（原案） 

募 集 期 間 令和７年３月６日（木）～令和７年４月１５日（火） 

意 見 の 件 数 

（意見提出者数） 
１３件（４人） 

意 見 の 取 り 扱 い 

修正 案を修正するもの ０件 

既記載 既に案に盛り込んでいるもの １件 

参考 今後の参考とするもの ０件 

その他 意見として伺ったもの １２件 

意 見 の 受 け 取 り 

持参 ０人 

郵送 ０人 

ファクス ０人 

電子メール（電子申請ＨＡＲＰ） ４人 

【意見等の内容】 

市民の意見の概要 件数 意見に対する帯広市の考え方 

【学校（学級）規模】 

1クラス 20名程度で人数はちょうど良く、

課題はあるが、この小規模を他とは違う特徴

として捉えても良い。  

クラスを分ける方法もあるが、子どもを信

じて解決したり、話し合ったりするために教

職員の配置や親や地域の協力は必要。 

 

クラス規模は、現状より縮小し、通常は 20

～25 名程度、特別支援の子どもが交流学級

に参加する場合でも最大 30 名程度が望まし

い。現状、クラスの人数が多いことから、教

員の負担が大きくなっており、クラスの縮小

は、教員の負担軽減、子どもたちへの個別指

導が行き届く環境の実現やクラス編成の柔

軟性向上にも寄与する。 

 

クラス人数を増やすために、無理に統合を

進めなくても良い。地域の特性など、臨機応

変に対応した方が良い。 

 

３件 

【その他】 

通常学級 1 学級あたりの児童生徒数は、現

行の北海道の制度に基づいて、学級編制を行

っています。 

 

学校の適正規模の確保等に関する取り組み

は、基本方針で定めた「適正な学校規模の基

準」を今後も下回ることが見込まれる小規模

校について、単に児童生徒数だけを根拠に全

ての学校を一律に進めるのではなく、教育環

境に与える影響や近隣校の状況、保護者や地

域住民の意見等を考慮しながら進めます。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 
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【通学距離】 

小学校統合の問題として、通学距離が長く

なることが心配で、現状、安全確保のための

ボランティアもままならないので、歩道にガ

ードレールを設置するなど、より安全な通学

方法の検討をして欲しい。 

 

学校までの距離に対する不審者リスクな

どの不安は確率論上の問題に過ぎず、もし歩

行が難しいと感じるのであれば自転車通学

を許可すればよい。 

 

２件 

【その他】 

通学における児童生徒の安全確保や負担を

軽減することは不可欠であり、やむを得ず遠

距離通学となる場合、通学手段を含めて安全

対策に配慮していきます。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 

【通学区域】 

川で学区が区切られている現状では、家か

ら学校が見えるにもかかわらず別の小学校

に通う子どもがいるため、家から学校までの

距離を重視した学区の見直しも必要。 

 

通学距離が長くなると、生徒の安全面が心

配になるので、必要に応じて学区を見直した

ら良い。 

 

２件 

【その他】 

 通学区域は、通学距離や通学時間のほか、

町内会等の状況や河川、道路等の条件を踏ま

え設定しています。 

  

学校の適正規模の確保等に関する取り組み

と合わせ、通学距離や通学時間、安全面等に

配慮し、通学区域の見直しも検討していきま

す。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 

 

【学校の統合】 

緑園中と二中の統合は見送られ、生徒数の

減少に伴い、部活動の縮小や所属部員の不足

といった問題が生じ、現在通学している子ど

もたちは不満を抱いている。 

当時の住民説明会では反対意見を持つ

方々の出席が多く、偏った議論が行われるこ

とで、子どもたちの未来に必要な視点が十分

に反映されない懸念がある。 

 

１件 

【その他】 

住民等に情報提供や丁寧な説明を行い、目

指す教育の姿や課題を共有し、その意見を尊

重して検討していきます。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 

【学校の統合】 

西帯広地区においては、当初の計画通り、

小学校 2校・中学校 1 校の体制が規模として

適正であると考え、学校閉鎖が地域コミュニ

ティに与える影響を懸念するのであれば、つ

つじが丘小と開西小または森の里小の 2 校

体制、中学校は二中とする案が望ましい。 

 

１件 

【その他】 

将来とも児童生徒の増加が見込めず、小規

模化の解消を図ることができない学校にあっ

ては、近隣校との統合についても検討してい

きます。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 

【小中一貫教育の推進】 

二中と緑園中それぞれの場所に義務教育

学校を 2校設置（配置）する選択肢も学校全

体の規模感としては良い案である。 

１件 

【その他】 

平成 31年 2月に策定した『帯広市小中一貫

教育推進基本方針』に基づき、各エリアの実

情に応じた小中一貫教育の推進を図り、義務

教育の 9 年間を通した連続的・継続的な教育

に取り組んでいます。小規模化の影響を緩和

するための方策の一つとして、小中一貫教育

の取り組みについても配慮して進めます。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 

 



 

 

 

  

【検討が必要な学校】 

前期計画に含まれていた学校が、後期計画

からは外れていることが気になる。 

１件 

【既記載】 

後期計画では、令和 9 年度時点で基準を下

回る見込みがある学校のうち、全学年でクラ

ス替ができない等、その後も同じ傾向で推移

する学校を「後期計画期間に検討が必要な学

校」として記載しています。（P.11） 

なお、将来的に児童生徒数の減少が進むと

見込まれる対象校以外の小規模校ついては、

学校の小規模化による影響緩和に努めていき

ます。 

 

【誰もが安心して学べる教育の推進】 

特別な支援を必要とする児童生徒への対

応や多様性を認める心理的安全性の醸成、い

じめやネットトラブルへの対応など、すべて

の子どもが安心して学べる環境づくりを要

望します。 

 

１件 

【その他】 

学校では、特別支援教育の充実やいじめ、

ネットトラブルの防止などに取り組んでいま

す。引き続き、誰もが安心して学ぶことがで

きる環境の整備に努めていきます。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 

 

【地域コミュニティ】 

PTAや地域活動、子育て支援（コミュニテ

ィスクール等）の連携を強化し、交流と支え

合いの機会を確保してほしい。 

 

１件 

【その他】 

学校は、児童生徒の教育施設であるだけで

なく、地域の拠点施設としての機能も有して

います。 

また、児童生徒は、地域における見守り活

動やあいさつ運動などを通じて、地域の中で

育まれています。 

 

適正規模の確保等に関する取り組みを進め

るにあたっては、こうした「地域とともにあ

る学校づくり」にも配慮していきます。 

ご提案内容は、ご意見として伺います。 

 

 

 


